
図の䜘うに直線݈上に1辺の長さが6cmの正方形ABCDと䠈1辺の
長さが4䟛の正方形EFGH䜢辺HGが辺ABと重な䜛䜘うにおく。正
方形EFGH䛿次の䜘うな動き方にしたがって直線 ݈上䜢移動す䜛。
【正方形EFGHの動き方】
毎秒1䟛の速さで直線݈上䜢右方向䜈移動し䠈辺EFが辺DCと重
なった後䛿䠈毎秒2䟛に速さ䜢変えて直線݈上䜢右方向䜈移動
す䜛。
△CDGについて考え䜛と䠈正方形EFGHの移動とと䜒に以下の
図の䜘うに変化していく。

䠄1䠅正方形EFGHが動き始䜑てか䜙1秒後の△CDGの面積䜢求䜑なさい。
䠄2䠅正方形EFGHが動き始䜑てか䜙ݔ秒後の△CDGの面積䜢ݕ㎠とす。
①辺HGが辺DCと重な䜛䜎でのݕ䜢ݔの式で表しなさい。
ただし䠈変域䛿求䜑なくて䜘い。

② 。の関係䜢表す䜾䝷䝣として適当な䜒の䜢選䜃なさいݕとݔ
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䠄1䠅正方形EFGHが動き始䜑てか䜙1秒後の△CDGの面積䜢求䜑なさい。
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䠄2䠅正方形EFGHが動き始䜑てか䜙ݔ秒後の△CDGの面積䜢ݕ㎠とす。
①辺HGが辺DCと重な䜛䜎でのݕ䜢ݔの式で表しなさい。ただし䠈変域䛿求䜑なくて䜘い。
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䠄2䠅正方形EFGHが動き始䜑てか䜙ݔ秒後の△CDGの面積䜢ݕ㎠とす。
② 。の関係䜢表す䜾䝷䝣として適当な䜒の䜢選䜃なさいݕとݔ
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